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能楽資料センターが主催する公開講座・能楽研究講座・入門講座は例年、大勢の方が聴講に来て下さる啓蒙活動であ
り、研究活動としても定着している。開設四五周年を迎えた今年度は、これらの講座と、同じくセンター主催の狂言鑑賞会をリンクさせ「能楽の教育・普及・啓蒙・調査・研究・保存の活動を統合的に発展させる試み」という活動と捉え、各講座に共通となるテーマ「今年はひたすら狂言です。 」を設定し、狂言に内容を特化した（狂言鑑賞会については、公益信託
 稲生雅治・惠子能楽振興基金の助成を受けた） 。これに加えて、開設四五周年記念の特別講座を催した。
さら
に、二〇一八年一月三一日に催された公演「能と土岐善麿
 〈夢殿〉を観る」 （公益財団法人十四世六平太記念財団
主催・本学文学部日本文学研究所共催）に関する事前講座を開催し、この公演に協力させて頂いた。　
各講座については、新聞および能楽関係雑誌などが告知記事を掲載して下さり、センターの活動が注目されている手
応えを実感した。　
以下、それぞれの講座の概要を記したうえ、公開講座・能楽研究講座・特別講座に関しては、詳細な記録を載せるこ
ととする。なお、講座と記録にタイトルの異なるものがある。❖公開講座
　
会場は六号館雪頂講堂。時間帯は午後二時～三時三〇分。
①八月三日（木）
 
狂言にみる中世の結婚─その虚実をめぐって
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高松
　
百香（東京大学史料編纂所特任研究員）
　
②八月四日（金）
 
「朝比奈」という勇将
 
　
岩城
　
賢太郎（本学文学部准教授）
　
③八月九日（水）
 
笛方が語る狂言の音楽
 
　
松田
　
弘之（能楽森田流笛方）
 
　
高橋
　
葉子
（京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター客員研究員、能楽資料センター研究員）
　
④八月一〇日（木）
 
狂言のなかの歌と舞
 
　
石田
　
幸雄（和泉流狂言師）
 
　
三浦
　
裕子（本学文学部教授、能楽資料センター長）
　
今年度の狂言鑑賞会では囃子入りの狂言〈朝比奈〉 〈法師ヶ母〉を上演することから、全講座とも、この二曲の演劇
性や音楽性などに注目する内容とした。毎回、三〇〇名前後の方が来場し、のべ一〇〇〇名以上が聴講して下さった。❖能楽研究講座
　
会場は六号館雪頂講堂。時間帯は午後二時～三時三〇分。
①九月三日（日）
　　　
近代の狂言師たち─名人をたどって
 
　
羽田
　　
昶（本学客員教授、能楽資料センター研究員）
　
②九月六日（水）
 
狂言と映画の出逢い
 １９６７年制作
 東映教育映画《狂言》
 
　
山本東次郎（大蔵流狂言師、人間国宝）
 
　
井上
　　
実（記録映画作家）
　
　
①は講師の羽田氏が二〇一七年三月に出版した淡交新書『昭和の能楽
　
名人列伝』に沿って、近代の狂言の名人たち
を論じた。②はちょうど五〇年前の一九六七年に制作された東映教育映画《狂言》に出演した東次郎氏に当時 お話な
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どをうかがった。この映画を監督した故瀬藤祝
いわお
の撮影技法や芸能を映像に記録する意味などについては、井上氏にお話
し頂いた。なお本講座は公益信託
 稲生雅治・惠子能楽振興基金の助成を受けた「能・狂言映像史研究序説～啓蒙・教
育映画《
N
oh D
ram
a 》 《狂言》を中心に～」の成果を踏まえたものである。両講座とも約二〇〇名が聴講して下さった。
❖入門講座
　「狂言を知ろう＆やってみよう─人間国宝が教えてくれる激レア体験講座」
 
　
二〇一八年二月一日（木） 。会場は紅雲台二階の大広間。時間帯は午後二時～五時。
 
山本
　
東次郎
 
山本
　
則重
  （大蔵流狂言師）
 
山本
　
凜太郎（大蔵流狂言師）
　
おもな対象を学生とし、その他、本学の教職員・能楽関係者を加えた三三名が、狂言〈寝音曲〉 （シテ・山本東次郎、
アド・山本則重） 、語「那須」 （山本凜太郎）を鑑賞した。また、東次郎氏による〈末広〉を例にした狂言概説をうかがい、立つ 座る・扇を広げる、スリ足で歩く、など狂言の基本的動作 学び、狂言面（福の神・狐・乙御前などの本面）と肩衣・唐織といった狂言装束の実際を見せて頂いた。最後に東次郎氏と聴講者との質疑応答の時間が設けられるなど、狂言を理解し、親しむ めの大変贅沢な企画と った。❖能楽資料センター開設四五周年記念特別講座「ようこそ幽玄の世界へ─能楽の魅力と研究の過去・現在・未来─」　二〇一七年一二月一六日（土） 。会場は一号館一 〇二教室。時間帯は午後二時三〇分～四時。
 
聞き手
　
池田
　
眞朗（本学副学長・社会連携センター長）
 
語り手
　
羽田
　　
昶（本学客員教授・能楽資料センター研究員）
 
　　　　
三浦
　
裕子
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池田教授は本年度から副学長に就任した法学者である（二〇一五年度より本学法学部学部長） 。センター開設四五周
年を記念する講座開催の提案が教授からあり、本講座が実現した。当日は二二一名が来られ、能楽の芸術性およびセンターの歴史などを興味深く聞いて下さった。❖事前講座
　「能と土岐善麿〈夢殿〉を観る」
　
二〇一八年一月二三日（火） 。会場は九号館（同窓会館）会議室。時間帯は午後二時～四時。
　
①新作能〈夢殿〉の世界─あらすじと成立の経緯を廻って─
 
 
岩城賢太郎
　
②新作能〈夢殿〉へのいざない─レクチャー・デモンストレーションを通じて
 
大村
　　
定
（シテ方喜多流能楽師）
 
佐々木多門
（シテ方喜多流能楽師・本学能楽研究部顧問）
 
リチャード・エマート
（本学文学部教授・能楽資料センター研究員）
 
三浦
　
裕子
　
①で新作能〈夢殿〉の予備知識を得たあと、②で〈夢殿〉のシテをつとめる大村氏のお話 うかがった。
　
また、佐々木氏の地謡とアシライ、エマート氏の笛により、舞囃子の形で〔早舞〕三段から最後までを演じて頂いた。さ
らに後シテの登場の謡の指導を受けた（司会・進行は三浦） 。前日が記録的な大雪となり、当日も交通機関の遅延があったにもかかわらず三三名が熱心に聴講して下さり、 「とても充実した企画であった」 「当日の鑑賞が期待される」などの感想が寄せられ、大好評であった。 
（三浦裕子）
